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 『２階のナナと１階のナナ』　　　　　
著者：トミー・デパオラ　
1 
トミーが小さかったころ、おばあさんと、ひいおばあさんがいました。

トミーはどちらも、とっても好きでした。

2 

毎週の日曜日の午後になると、トミーの家族はみんなでふたりのナナのところに行きました。おばあさんは、いつも台所にある大きな黒いストーブのそばで仕事していました。

3 

トミーのひいおばあさんはずっと２階で寝たきりでした。９４歳にもなっていたからです。だからトミーは１階のナナ、2階のナナと呼んでいました。

4 

日曜日はだいたいいつも同じように過ぎていきました。トミーが家に駆け込んで、「こんにちは、トムおじいさん。こんにちは、1階のナナ」とあいさつをして、それから階段を駆け登って2階のナナに会うのでした。

5 

「さあ、キャンディをお食べ」と2階ナナが言いました。

箪笥の上にある裁縫箱の蓋を開けると、そこにはミント入りキャンディがありました。

6 

一度だけ1階のナナが寝室に入って、2階のナナを大きな安楽椅子に座らせて、落ちないように縛ってあげたことがありました。

7 

「どうして2階のナナは椅子から落っこちるの？」とトミーは聞きました。

「だってもう９４歳だからね」と１階のナナが答えました。

「ぼくだって４歳なんだよ。ぼくも椅子にくくりつけて」とトミーは言いました。

8 
それから毎日曜日は箪笥の上の裁縫箱からミント入りキャンディを見つけた後は、１階のナナが裏手の階段をのぼってやってきて椅子にぼくたちをくくりつけてくれ、ぼくたちは一緒にキャンディをなめながら、おしゃべりしたものでした。

9 

２階のナナはぼくに「小人たち」のお話を聞かせてくれた。

「赤い羽根がついた帽子をかぶった威勢のいい小人には気をつけるんだよ。マッチで遊んでいるんだからね」と彼女は言いました。「うん、わかった」とトミーは答えました。

「ほうら、あそこにいるよ！むこうのブラシと櫛のそばだよ。みえるだろ？」

トミーはこっくりうなずきました。
10 

１階のナナが大きな黒いストーブのそばで仕事を終えると、トミーが帰らないうちに食べさせたいと思ってケーキを焼き、２階にもどってくるのでした。

「さあ、さあ」と１階のナナは椅子にしばっていたひいおばあさんとトミーをもどして、「ふたりとも、お昼ねの時間ですよ」と言うのでした。

11 

昼寝の後、１階のナナは2階のナナの美しい銀の白髪をとかし、そして自分の髪をといたものでした。

12 

「ねえ、牛のしっぽを作ってよ」とトミーはねだりました。

そういわれれると、彼女は髪をねじって、頭のてっぺんにピンで留めました。

13 

一度、トミーの兄さんは、２階の寝室に来て、２階のナナが髪を全部肩に下ろしているのを見た時逃げ出して、「まるで魔女みたいだ」と言いました。
「違うよ！ひいおばあちゃんは美人なんだぞ」とトミーは言い返しました。

14 

「アイスクリームを食べるぞ！」とトムおじいさんが大きな声で言うと、トミーと兄さん、ときにはお父さんやチャールズ叔父さんも一緒にアイスクリーム店へ出かけました。

15 

もどってくると、２階のナナのおやつの時間で、トミーは裏手の階段からミルクとクラッカーをお盆にのせて運んだりしてお手伝いをしました。

16 

一度、トミーのおとうさんが家族全員をビデオに撮ったことがありました。

1階のナナと2階のナナを撮りました。トミーは真ん中に立ちました。

17 
ある朝、トミーが家で目を覚ますと、お母さんが部屋に入って来て言いました。
「２階のナナが夕べ息を引き取ったの。」と告げました。
「息を引き取ったってどういうこと？」とトミーは尋ねました。

「それはね、２階のナナがもうここにはいないってことよ」とお母さんが答えました。

18 

日曜日ではありませんでしたが、家族でトムと１階のナナの家に行ってみました。

トミーはこんにちはとも言わずに、裏手の階段を駆け上がりました。そのまま２階のナナの部屋へ直行しました。　
ベッドは空っぽでした。

19 
トミーは泣き出しました。

「もう、もどってきてくれないの？」と彼は尋ねました。

「もどらないのよ。」とお母さんはやさしく言い、「トミーの思い出の中は別。ひいおばあさんのことを思うことがあれば、いつだって思い出に中にもどってきてくれるわよ。」

このことがあってから、トミーは「1階のナナ」のことをそう呼ばずに、ただ、「ナナ」と呼ぶようになりました。

20 

何日か後の夜、トミーは目が覚めて寝室の窓から星を見上げました。

21 

突然、流れ星が空から降ってきました。起き上がって、お母さんとお父さんの部屋に走っていきました。

22 
「ぼく、たった今見たんだ、流れ星を。」と彼は言いました。

「きっと、2階のナナのキスよ。」とお母さんが言いました。

23 

ずっと後なって、トミーが大人になったとき、１階のナナも年をとって、２階のナナのように寝たきりになり、それから彼女も亡くなりました。

そしてある晩、寝室の窓の外を見ると、流れ星がやさしく落ちていくのが見えました。「今は、どちらのナナも天国にいるんだね。」とトミーは思いました。
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